
明治７年の初点灯から御前崎の海を見守り続けて150年
御前埼灯台の歴史国指定重要文化財　御前埼灯台

我が国の近代灯台の
礎を築いた英国人技師
R・H・ブラントン

　静岡県最南端の岬のあるまち、御前崎市。
　御前埼灯台は、幕末から明治前半にかけて日本各地の灯台の建
設を主導した、英国人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導
監督によって建設されました。
　明治５年（1872）に着工、明治７年（1874）５月１日に初点灯し、
その後、灯器を更新しながら使い続けられ、現在も現役の灯台と
して使用され続けています。
　御前崎周辺の海域は、黒潮と駿河湾の潮流が激しくぶつかり合う
上に多くの暗礁が散在し、昔から海の難所として船人に恐れられてきました。
　駿河湾と遠州灘を隔てる岬の先端に建設された御前埼灯台は、日本の近代海上交
通史や灯台建築史上において、非常に重要であることから、同時期に建てられた市
内最古の煉瓦造の旧官舎、附指定の旧回転機械分銅自動巻揚装置とともに、令和
３年８月２日、御前崎市初の国指定重要文化財に指定されました。

江戸 明治 大正 昭和 平成 令和
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存
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就
任
年 

氏
名 

職
名

潮岬灯台 和歌山県串本町 1870年６月10日
神子元島灯台 静岡県下田市 1870年11月11日
江埼灯台 兵庫県淡路市 1871年４月27日
部埼灯台 福岡県北九州市 1872年１月22日
友ケ島灯台 和歌山県和歌山市 1872年６月25日
鍋島灯台 香川県坂出市 1872年11月15日

観音埼灯台 神奈川県横須賀市 1869年２月11日

野島埼灯台 千葉県南房総市 1870年１月19日

潮岬灯台 和歌山県串本町 1870年６月10日

樫野埼灯台 和歌山県串本町 1870年７月８日

釣島灯台 愛媛県松山市 1873年6月15日
菅島灯台 三重県鳥羽市 1873年７月１日
御前埼灯台 静岡県御前崎市 1874年５月１日
犬吠埼灯台 千葉県銚子市 1874年11月15日
角島灯台 山口県下関市 1876年３月１日
尻屋埼灯台 青森県東通村 1876年10月20日

金華山灯台 宮城県石巻市 1876年11年１日
禄剛埼灯台 石川県珠洲市 1883年７年１日
鞍埼灯台 宮崎県日南市 1884年８年15日
男木島灯台 香川県高松市 1895年12年10日
姫埼灯台 新潟県両津市 1895年12年10日
美保関灯台 島根県松江市 1898年11年８日

剱埼灯台 神奈川県三浦市 1871年３月１日

伊王島灯台 長崎県長崎市 1871年６月16日

佐多岬灯台 鹿児島県南大隅町 1871年10月18日

神子元島灯台 静岡県下田市 1871年11月11日

経ケ岬灯台 京都府丹後町 1898年12月25日
室戸岬灯台 高知県室戸市 1899年４月１日
出雲日御碕灯台 島根県出雲市 1903年４月１日
水ノ子島灯台 大分県佐伯市 1904年３月20日
清水灯台 静岡県静岡市 1912年３月１日
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灯
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を
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る
会
が
日
曜
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台
資
料
館
を
試
験
開
設
す
る

2
0
1
6

御
前
埼
灯
台
を
守
る
会
、清
水
海
上
保
安
部
長
よ
り
感
謝
状
を
受
賞
す
る

2
0
1
6

御
前
埼
灯
台
の
改
修
工
事
完
了
、白
亜
の
灯
台
よ
み
が
え
る
。レ
ン
ガ
積
み
が
見
え
る
小
窓
設
置

2
0
1
8

灯
台
構
内
埋
設
物
撤
去
、鉄
塔
解
体
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ン
ザ
マ
ス
ト
新
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、燈
光
会
事
務
所
移
転

2
0
1
9

灯
台
事
務
所
の
１
室
を
市
観
光
協
会
が
賃
借（
使
用
許
可
）、守
る
会
が
灯
台
資
料
館
と
し
て
運
営

2
0
1
9

御
前
崎
市
が
灯
台
用
地
の
一
部
を
買
収
、公
園
整
備
に
着
手「
ウ
ミ
エ
ー
ル
」を
整
備

2
0
1
9
「
2
0
2
0
第
３
回
灯
台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
i
n
御
前
崎
」11
月
７
・
８
日
に
決
定
す
る

2
0
２
１

御
前
埼
灯
台
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

2
0
２
4

5
月
1
日 

点
灯
開
始
か
ら
１
５
０
周
年
、御
前
崎
灯
台
の
道
標
を
ウ
ミ
エ
ー
ル（
灯
台
前
広
場
）に
設
置

回
転
装
置
機
械
が
水
銀
槽
か
ら
ベ
ア
リ
ン
グ
に
変
更
さ
れ
る

灯
台
を
守
る
会
が
構
内
に「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」歌
碑
を
設
置
す
る

御
前
埼
灯
台
が
経
済
産
業
省
よ
り
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

2
0
0
8

高
速
・
高
機
能
3
5
0
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ン
型
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視
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ふ
じ
」就
役
。速
力
65
k
m
／
時

映
画「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」御
前
崎
ロ
ケ
50
周
年
、映
画
音
楽
家
木
下
忠
司
氏
来
台

航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
が
交
通
課
と
な
る

御
前
埼
灯
台
の
歴
史
文
化
の
伝
承
を
目
的
に『
御
前
埼
灯
台
を
守
る
会
』が
発
足
す
る

清
水
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
管
理
と
な
る

2
0
0
3

旧
回
転
機
械
分
銅
自
動
巻
揚
装
置
を
取
り
外
し
免
震
装
置
を
設
置

灯
台
が
無
人
化
、灯
台
守
1
2
5
年
の
歴
史
に
幕
、静
岡
航
路
標
識
事
務
所
管
理
と
な
る

光
源
を
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
に
変
更
、実
効
光
度
56
万
カ
ン
デ
ラ

見
尾
火
灯
明
堂
を
原
寸
復
元
す
る

1
8
0
ト
ン
型
外
洋
高
速
巡
視
船
二
代
目「
あ
し
た
か
」就
役
。速
力
65
k
m
／
時

御
前
崎
町
が
灯
台
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
始（
1
2
0
0
W
2
基
）す
る

見
尾
火
灯
明
堂
の
行
灯
を
復
元
し
、点
灯
実
験
を
行
う

御
前
崎
町
が
灯
台
周
辺
観
光
施
設
整
備
事
業
に
着
手
す
る

江
戸
時
代
の
灯
台『
見
尾
火
灯
明
堂
』の
４
分
の
１
模
型
が
完
成
す
る

耐
震
補
強
工
事（
P
C
工
法
）が
行
わ
れ
る

灯
塔
耐
震
調
査
を
行
う

御
前
埼
灯
台
1
0
0
年
祭
挙
行
。「
ふ
る
さ
と
の
灯
台
」歌
碑
除
幕

1
9
7
4

水
銀
槽
式
回
転
機
器
整
備

灯
台
結
婚
式
第
１
号

無
線
方
位
信
号
所
解
体
さ
れ
る

御
前
崎
海
上
保
安
署
設
置　

1
3
0
ト
ン
型
巡
視
船
初
代「
あ
し
た
か
」就
役

御
前
埼
灯
台
88
周
年
記
念
祭
挙
行

1
9
6
５

電
動
駆
動
装
置
取
付

御
前
岩
灯
標
完
成（
世
界
初
海
上
三
脚
灯
台
・
総
工
費
4
千
2
6
8
万
円
）

松
竹
映
画「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」ロ
ケ
始
ま
る（
７
月
15
日
か
ら
8
月
29
日
ま
で
）

高
松
宮
殿
下
灯
台
を
視
察

清
水
み
の
る
、藤
田
ま
さ
と
両
氏
、御
前
崎
音
頭
制
作
の
た
め
来
岬

御
前
岩
灯
標
着
工

御
前
埼
灯
台
80
周
年
祭
挙
行

御
前
暗
礁
に
浮
標
灯
設
置（
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
60
燭
光
）

1
9
５
０

回
転
機
械
分
銅
自
動
巻
揚
装
置
が
設
置
さ
れ
る（
現
在
灯
台
資
料
館
に
展
示
）

本
格
復
旧
、3
等
大
型
2
面
レ
ン
ズ
使
用
、1
0
0
0
W
、1
３
0
万
力
ン
デ
ラ
と
な
る

無
線
方
位
信
号
所
開
局（
1
5
0
W
） 

戦
災
復
旧（
毎
10
秒
１
閃
光
、光
力
３
千
７
百
燭
光
、光
達
距
離
19
・
５
浬
に
変
更
）

戦
災
被
害
の
た
め
、不
動
光
、武
藤
レ
ン
ズ
、3
百
燭
光
の
仮
灯
設
置

米
軍
艦
載
機
銃
攻
撃
、レ
ン
ズ
、灯
器
、回
転
機
械
等
破
損
、光
明
失
う

東
南
海
地
震（
M
７
・
９
）発
生
、灯
塔
に
ひ
び
割
れ

米
軍
機
御
前
崎
に
初
侵
入（
Ｂ
29
大
型
爆
撃
機
、浜
松
方
面
へ
飛
行
）

灯
台
前
に
公
衆
電
話
第
1
号
が
設
置
さ
れ
る 

静
岡
地
震（
M
6
）発
生
、灯
塔
に
ひ
び
割
れ

御
前
埼
灯
台
60
周
年
記
念
祭
挙
行

灯
器
の
電
化
、光
源
1
千
W
、光
力
63
万
燭
光
、毎
30
秒
1
閃
光 

ル
ッ
ク
ス
白
熱
灯
に
改
造
、光
力
18
万
燭
光 

灯
台
と
郵
便
局
間
に
軍
事
電
話
開
通

こ
れ
よ
り
日
本
人
技
師
に
よ
り
灯
台
の
運
転
を
行
う

ブ
ラ
ン
ト
ン
、任
期
満
了
、帰
国
。助
手
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
リ
ッ
チ
後
継 

御
前
埼
灯
台
初
点
、6
万
7
千
５
百
燭
光
、光
達
距
離
19
・
5
浬
、石
油
12
石
／
年

御
前
埼
灯
台
完
成
、総
工
費
3
万
3
千
3
1
4
円
42
銭
1
厘

ブ
ラ
ン
ト
ン
再
来
日

御
前
埼
灯
台
着
工
、日
本
初
の
フ
ラ
ン
ス
製
1
等
大
型
回
転
レ
ン
ズ
を
使
用

灯
明
堂
新
工
夫
願
書「
一
夜
油
3
合
宛
の
と
こ
ろ
を
5
合
宛
に
増
量
し
て
も
ら
え
な
い
か
」

R
・
H
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
横
浜
に
到
着
。明
治
政
府
お
雇
い
外
国
人
第
1
号

改
税
約
書
に
基
づ
き
観
音
埼
灯
台
起
工（
※
全
国
灯
台
記
念
日
）

徳
川
幕
府
、英
仏
米
蘭
4
国
と
の
改
税
約
書（
江
戸
条
約
）に
調
印

イ
ギ
リ
ス
船
、御
前
岩
へ
乗
り
当
て
破
船

灯
明
焚
火
願
い
不
採
用
承
知
の
一
札
。文
政
、安
政
年
間
に
も
か
が
り
火
、焚
火
願
書 

薩
摩
藩
御
用
船
遭
難
、大
澤
権
右
衛
門
父
子
救
助
、サ
ツ
マ
イ
モ
伝
来

徳
川
幕
府
、御
前
崎
に
灯
明
堂
設
置
。種
油
1
石
8
升
／
年
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灯台守賞与 御前岩灯標

明治7年５月 奉納絵馬

左官鈴木弥吉さんへの感謝状

御前埼灯台点灯布達

国指定重要文化財 御前埼灯台

明
治
５
年（
1
8
7
2
）着
工
当
時
の
様
子

　外国の要求により建設された灯台に続いて、
明治政府が計画した我が国最初期の洋式煉瓦
造灯台のひとつです。幕末維新期における近代
航路標識整備の状況を知る上での価値も高い
と言われています。
　フランス製ソーター・ハーレイ社の八面回転
折射器（レンズ）を国内初装備し、二重円筒構
造やコンクリートを用いた基礎工事など当時最
新技術を駆使し築かれました。

映
画「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」の
ロ
ケ

　昭和32年（1957）静岡県浜松市出身の木下
恵介氏が原作・脚本・監督としてメガホンを取
り、松竹映画「喜びも悲しみも幾歳月」のロケー
ションが、佐田啓二、高峰秀子らを御前崎に迎
えて行われました。
　物語中盤、戦時中に空襲を受ける場面、そし
て慈しみ育て上げた娘が、結婚して婿と共に外
国へ旅立つ船を御前埼灯台の踊場から見送る
という、ラストシーンの収録が行われました。

太
平
洋
戦
争
と
御
前
埼
灯
台

　太平洋戦争中、全国の灯台は海軍省と逓信省
の協定により防空監視網に組み入れられ、御前
埼灯台も海軍防空監視塔が架設されました。
　米軍のＢ29爆撃機や艦載機の侵入空路に位
置した御前崎上空は、昭和20年（1945）７月24日
から28日まで、連日襲って来る艦載機の機銃攻
撃を受け、レンズ、灯器、回転機械などを破壊
され、光明を失いましたが、仮設の灯器を設置
し、この急場をしのぎました。

旧回転機械分銅
自動巻揚装置旧官舎

■御前崎市　御前埼灯台150周年記念　A3二つ折りパンフレット　中面デザイン
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